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本号から先端機構ニュースを再編成し、紙面を一新しておりますが、気づいていただけた
でしょうか。今回から、毎号トピックを設定し、関連する機構研究員の先生方の研究を学部・
学科横断的に紹介することで、より多くの読者の皆様に興味を持っていただける内容に仕
上がっております。2024 年は 1 月に能登半島地震が起こったことを受け、本学の研究の
強みである「防災・減災」をトピックとして特集を組み、奥村先生、安田先生、西岡先生
に対談をしていただきました。梅田地区に着目した新しい防災のあり方、学部横断プロジェ
クトの重要性についておおいに語っていただいた興味深い内容です。実際、8 月に宮崎で
地震があり、タイムリーな内容になったのではないでしょうか。もう一つの特集として、細
川先生に暗黙知と防災について語っていただきました。防災のみならず、企業の技術開
発などにも活かせる暗黙知学の可能性を知ることができました。また、「先端機構の次世
代を担う‼」として、新たに先端機構に加わった楠野先生、近藤先生、木下先生、樋口
先生に登場していただき、先生方の人となりおよび研究内容を紹介しています。新任の先
生方のことがよくわかり、今後のご活躍が楽しみです。
引き続き皆さまへの価値ある情報の提供を目指していきますので、お読みいただいた感
想・意見をお寄せください。今後とも Re：ORDIST をよろしくお願いいたします。（TS）
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防災・減災を考える
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街やビジネスの仕組みに安心・
安全のイノベーションを起こす
大阪梅田地区をフィールドに
目指す新しい防災の形とは
社会安全学部　安全マネジメント学科
教授 奥村 与志弘
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街やビジネスの仕組みに安心・安全安心・安全の
イノベーションを起こす
大阪梅田地区大阪梅田地区をフィールドに目指す
新しい防災の形とは

社会安全学部　安全マネジメント学科　教授	

奥村　与志弘	
Yoshihiro OKUMURA

国土強靭化に資する社会基盤のあり方、避難方策のあり方、
企業や地域の活性化と防災の関係性に注目し、理論的、解
析的な研究とフィールドを重視した実践的な研究を実施。

（写真中央）

環境都市工学部　都市システム工学科　教授	

安田　誠宏	
Tomohiro YASUDA

津波や高潮・高波の発生メカニズムはもとより、海岸堤防
等の防護施設の性能についても研究。地球温暖化による気
候変動の沿岸域への影響評価にも視野を広げている。

（写真左）

商学部　商学研究科　教授	

西岡　健一	
Kenichi NISHIOKA

企業間関係に着目し、産業財のマーケティングとビジネス
のサービス化、事業創生について研究を進める。

（写真右）

特 集 1  　防災・減災を考える
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40 年以内に約 90％の確率で発生すると言われている南海トラフ巨大地震。関西大学ではこの大地震に備えるために、
社会安全学部を中心に文理融合した秀抜な研究員をメンバーとして、「南海トラフ巨大地震を見据えた大阪梅田地区の
安全・安心イノベーション研究会（以下 「うめだ南トラ研究会」）」を 2022 年 5 月に立ち上げました。梅田地区の発
展を支える多種多様な企業や行政関係者とともに、自由にその知恵を融合させて従来の防災とは異なる新しい防災の形
を模索しています。
防災を “ 価値 ” と捉えることで街やビジネスを変えていこうとする本研究会の挑戦はいかになされてきたのか。そして
今後はどのような展開が期待できるのか。中心メンバーとして活動している 3 名の研究者に語ってもらいました。
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危機感を煽るばかりの従来型の防
災から脱却し、災害時の安全性と
日常的な価値の両立を目指す

―奥村先生と安田先生は防災・減
災を研究テーマとされています。具
体的な研究内容を教えてください。
奥村：私はもともと土木工学が専門で、
おもに津波防災に取り組んできました。
中でも力を入れているテーマは大きく
二つあって、一つ目が避難の問題です。
南海トラフ巨大地震の脅威を考えると、
いかに避難によって津波から人々の命
を守る社会を構築できるかがポイント
になります。これまでの避難に関する
研究は、人間が警報や防災意識に基づ
き合理的に行動することを前提とした
ものが多いのですが、実際のところ災
害時に人はそれほど合理的に動いてい
るわけではなく、“ 直感的に行動する
人が多い ” ことがわかってきました。
そこで直感型の人と論理型の人の相互
作用や、直感型の人たちに避難行動を
促すための有効なアプローチの方法な
どを研究しています。

そして二つ目が、被災後の生活環境
の悪化やストレスなどによる災害関連
死です。南海トラフ巨大地震が起こる
と、高齢化が進む日本では多くの関連
死が発生する可能性があります。直接
死だけでなく関連死を防ぐために何が
できるかということも大きな研究テー
マです。
安田：私は海岸工学が専門で、沿岸域
の防災を長く研究してきました。その
中でも地震による津波災害や台風によ
る高潮災害など、大きな災害になりや
すい事象に焦点をあてています。

直近のテーマの一つが、東日本大震
災後、各地に整備された防災施設の日
常的な利用状況です。東日本大震災の
甚大な津波被害を経験し、全国的に津
波想定が見直され、高台までの距離が
遠い場所では津波避難タワーの建設が
進みました。ところが、このタワーが
普段は全く利用されていないことに疑
問を抱くようになったんです。そこで、
徳島県阿南市で整備された日常的に住
民が利用できる防災公園と、公園化さ
れていない和歌山県美浜町の高台避難
場所との比較を通じて、防災施設の日
常利用価値の評価・分析を行いました。
調査の結果、防災公園は高所という立
地を活かして展望台として利用されて
いるほか日常的にウォーキングなどで
使われていること、また利用頻度が高
いことにより住民の避難訓練への参加
率も高いことが明らかになりました。
防災というと非常時のことだけを考え
がちですが、この結果から日常時の価
値も考えるべきとの認識を新たにしま
した。
奥村：重要なのは、災害は日常の延長
で起こるものだということ。安田先生
が言われたように、これからの防災・
減災は、災害時の安全性と日常的な価

値を両立させることがポイントです。
南海トラフ巨大地震のような国難級の
リスクに対して防災分野からアプロー
チするだけではもはや限界に達しつつ
あります。災害時に多様な人々の行動
を変容させるためには、防災の枠を超
えた多様な分野の研究者や企業の活躍
が欠かせません。そこで関西大学の研
究者や多くの企業、行政関係者ととも
に、西日本最大のターミナルである大
阪・梅田をフィールドとした「うめだ
南トラ研究会」を2022年に立ち上げ
ました。次いで先端機構において、
2023年に「社会安全イノベーション
に貢献する大阪梅田におけるネット
ワークハブ構築研究グループ」を立ち
上げ、同時進行で探究的に研究の幅を
広げています。
安田：研究会の立ち上げの発端は、
URA （ University Research 
Administrator）の方が広く学内の教
員に呼びかけて、防災・減災をテーマ
とした文理融合の勉強会を実施したこ
とでしたよね。
奥村：その勉強会がきっかけにはなり
ましたけど、じつは私と安田先生の付
き合いってものすごく長いんです。二
人が関大に着任する前から、危機感を
煽るばかりの従来の防災のアプローチ
は限界があるよねという話をしていて
論文も一緒に書いたりしてたんですよ
ね。10年先を見越して社会を変えてい
こうという思いがあった者同士、こう
して一緒に活動するのは必然だったの
かなという気がします。

この研究会の立ち上げにあたって、
マーケティングが専門の西岡先生にお
声がけしようと思ったのは、前出の勉
強会で西岡先生がお話しされていたの
を聞いて感銘を受けたことがきっかけ
でした。たしか企業の社会貢献の取り

奥村先生
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組みがテーマでしたね。
安田：あのお話は勉強になりましたね。
奥村：西岡先生のお話から、企業の考
え方をしっかり踏まえた上で新しい防
災の形を提言することの重要性に改め
て気付かされたんです。ここは土木系
が専門の私たちだけで考えても到底無
理なんですよね。
安田：二人でどれだけ違う目線を維持
しようとしても真逆にはなれないんで
す。でも西岡先生のお話を聞くと、目
線は全く逆向きにもかかわらず、目指
すゴールは合いそうだなと思ったんで
すよ。
奥村：研究会の中では、理工系の研究
者だけでは難しい企業活動と防災を結
びつけたテーマも西岡先生からアドバ
イスをいただきながら取り組んでいま
す。このように学部を超えてコラボレー
ションできるところが、総合大学であ
る関西大学の強みだと思います。

―経営学の中で事業創生、ビジ
ネスモデル、マーケティングを専門
とされている西岡先生にとって、
防災・減災は畑違いの分野のよ
うに思われます。なぜ研究会に参
加しようと思われたのでしょうか？　　
西岡：企業活動では、経営上のパフォー
マンスを維持しながらいかに社会に還元
できるのかが問われる時代になっていま
す。社会貢献というと環境保全やカーボ
ンニュートラルといったテーマが挙げられ
ますが、その中で私は防災・減災も大き
なテーマになると考えていました。これ
まで事業の継続性というコストの問題に
主眼が置かれてきた企業における防災・
減災を、いかに社会的な価値に還元でき
るか。企業が防災・減災の取り組みを通
じて、社会貢献と事業の成長を両立させ
るためにどんな仕組みが必要なのか。そ
んなことを考えていた時に、奥村先生、
安田先生からお声がけをいただきました。
お話する中でお二人は「防災はこのまま
ではダメなんだ」としきりにおっしゃって
いて、分野は違えど問題意識は同じだな
と感じたんです。そこで、まずは「研究
会の中で問題意識を共有するところから
始めてみませんか」という話をして、お
二方とディスカッションを重ねてきました。
奥村：西岡先生とお話をすると、従 
来の防災のあり方を払拭するようなヒ
ントをたくさんもらえるので、ものの
見方や考え方が変わるんですよね。 
西岡：そう言っていただくことで、マー
ケティングが防災分野にいかに役立つ
のかを実感させられます。防災と企業
活動のマーケティングを掛け合わせた
研究は、経営学でもまだ研究と実践の
蓄積がないんです。なので、「やれば
パイオニアになれるぞ」と学生たちを
鼓舞しながら研究を進めています。

防災を発想することで企業活動に
変化をもたらすトランスフォーメーショ
ンという考え方

―西岡先生から提供された“従来
の防災にはない考え方 ”とは、 
具体的にどのようなものですか？　 
奥村：西岡先生とは2022年7月から
2024年3月まで、FM 大阪のラジオ番
組で月に一回防災に関する情報発信を
一緒に行ってきました。その中で私が目
から鱗だったのが、防災を効果的に教育・
啓発するためには、生活者層を防災に
対する関心の度合いに応じて段階的に
分け、各層によって対応方法を変えるこ
とが必要だというお話です。防災の分野
では、関心の有無を問わずに一括りにさ
れた “ 住民 ”に対して広く教育・啓発しよ
うとしてきました。でもその方法はあまり
得策ではないと教えていただいたんです。 　 
西岡：マーケティングの手法では、生
活者をリテラシーの高低で単純に二分
するのではなく、さらに細かく分けた
上で各生活者層への対応にかかるコス
トに対するリターンを考えながら攻略

安田先生

西岡先生

Re:ORDIST Vol.50 No.1 04



方法を考えます。例えば、防災に全く
関心のない層には直接的なアクション
を起こしません。それは労力をかけて
も簡単に行動変容が期待できない、つ
まりコストに対するリターンが少ない
という考えからです。そこで力を入れ
るのは、「アーリーアダプターへアプ
ローチする」という考えです。ここで
いうアーリーアダプターとは、多くの
関心の低い層に対し、影響力のある人々
や企業を指します。防災に関心がない
人たちを災害から守るためには、従来
の発想を転換することが必要なんです。

このような消費者の行動に関する研
究を続けながら、次は「企業の活動自
体をどう変えるのか」という新たなテー
マに着手しています。
奥村：消費者ではなく “ 企業を変える ”
という発想も私たちにはなかったんで
す。西岡先生から教えていただいた

「アーリーアダプターへアプローチす
る」方法は、そのまま組織に対しても
使えますよね。例えば、企業が社員に
向けた防災の取り組みを福利厚生の中

で実施するようになれば、意識の高低
に関係なく社内全体に広がります。つ
まり、組織を変えることでいろんな生
活者層に防災が届くことに気づきまし
た。この話を講演会などで企業の方々
にお話するようにしているのですが、
すでにいくつかの企業が社員に防災
グッズを配布するといった実践につな
げてくれています。
安田：福利厚生の取り組みの一例とし
て、災害用に備蓄することは企業にとっ
てコスト面で負担になりますよね。一
方で、消費期限のある災害食を全社員
に定期的に配布するというサイクルを
回すのは、非効率な側面があることも
事実だと思います。日常の延長が防災
につながるといいですよね。
奥村：企業活動と防災をどのようにつ
なげれば日常的に価値のあるものが生
まれるのか。これに対して西岡先生は

「トランスフォーメーション」という
考え方を提示してくださいました。こ
れは防災を発想することで、企業が新
たな商品開発のヒントに気付けるん
じゃないか、働き方をより生産性の高
いものに切り替えるヒントが見出せる
んじゃないかといった、さまざまな変
化をもたらす呼び水として防災を捉え
てみるということだと理解しています。
西岡：トランスフォーメーションは企
業が変容するという意味で非常に大事
なキーワードです。企業が防災・減災
に持続的に取り組むためには、福利厚
生の中で社員向けに一方的に実施する
のではなく、社会貢献と利益を両立で
きるような企業活動自体のトランス
フォーメーションが重要です。

例えば食品の保存技術が大幅に発展
したことで保存期間が長くなり、店舗
で陳列在庫している商品そのものが災
害食となり得ます。つまりお二人がおっ

しゃったように、災害用の商品開発で
はなく、普段のマーケティング活動の
中で消費者に価値のあるものを開発す
ることが結果的に防災対策になるので
す。また見方を変えれば、大きな被害
が予想される梅田地区には多くの小売
店があり、それ自体が災害時の配給所
や備蓄庫としての役割を果たすとも考
えられます。このように企業活動の中
から防災につながる糸口を見出し、街
やビジネスの仕組みを変えることで、
これまでになかった新たな価値の創造
が期待できるのです。
奥村：能登半島地震の被災地で大手
ファストフードチェーンが温かい食事
を提供し続けた取り組みは、まさにト
ランスフォーメーションの事例だと
思っています。 5 店舗あった店が営業
停止に追い込まれたものの、食のイン
フラ企業としていち早く営業再開にこ
ぎつけようと、震災から 5 日目には全
店舗の営業を再開し、店舗のない奥能
登地域にはキッチンカーを送り込んで
温かい食事を提供し続けました。防災
に直面したことで自社の存在意義や価
値を認識し、今やるべきことを考え、
行動し、消費者の信頼をさらに強固な
ものにした。これは防災を考えること
で企業の働き方を変えていく、一つの
好例だと思うんです。
西岡：まさにそうですね。ただこの事
例では、企業がそこまでコストをかけ
たことに対するリターンは何だったの
か、どんな利益を得たのかを経営者が
説明することが重要になります。
奥村：そこは実際に経営者のお話をヒ
アリングできたら面白そうですね。西
岡先生とコラボレーションしてこの事
例を調査・分析し、論文として成果を
アウトプットしていきたいです。

西岡先生
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防災とマーケティングを掛け合わせ
た新分野を確立し、ここ関西から
世界の防災に貢献したい

―企業と連携した取り組みについて、
今後予定されているものを教えてください。
奥村：大きなところとしては、関西の
大手デベロッパーが2017年から進め
ておられる「ウォーカブル梅田構想」
に防災・減災の視点を提供しようと考
えています。この構想は個性豊かなエ
リアで構成されている梅田地区をつな
ぐ歩行者空間の質を高めることを目的
としたものなんですが、梅田地区の津
波避難のしやすさを考えた時に非常に
魅力的な発想なんですよね。

安田：梅田は観光客が多いので、ハザー
ドマップを全戸に配布して避難経路や
避難場所を伝えるという従来の防災の
やり方は通用しません。ならば浸水が
懸念される地下ではなく、 2 階以上に
人が滞留するような流れができれば自
然に安全な状況をつくれるんじゃない
か。その点、大阪駅周辺では駅の 2 階
部分に直結した歩行者デッキで街をつ
なぎ、回遊性を高める取り組みが進め

られていて、地下街や地上を通らずに
近隣の大型施設と大阪駅を行き来でき
るようになっています。ビジネスなら
ばどんどん進むこうした動きに防災の
視点をプラスすることでさらに価値あ
るものにできるんじゃないか。その価
値を見出して伝えていく役割を私たち
が担っていきたいと思っています。
奥村：大手デベロッパーの担当者に話
を聞くと、この構想自体に防災の発想
はなかったそうです。でも災害の観点
から考えると、大きなターニングポイ
ントになる取り組みと言えます。これ
を防災の発想が価値の創出につながる
一例として取り上げ、定量的にどれく
らいの価値を生み出すのか、防災価値
はどれくらいになるのかを評価できる
ような研究にしていきたいと思ってい
ます。
安田：それに加えて、この構想によっ
てエリアや時間ごとに人の動きがどう
変わっていくのかもこれから本格的に
調査していきたいです。
奥村：防災の発想を企業活動に取り込
んでみようと思う企業を増やしていく
ためには、企業活動の成功事例を分析
し、成功要因のメカニズムを学問的に
裏付けることが必要です。これからは
具体的な成功事例を蓄積することにも
力を入れていきたいですね。それには
西岡先生のお力添えが欠かせません。
西岡：もちろんです。私はこの研究会
を通して、防災という新しい研究分野
を掴むことができたという確信を持っ
ていますし、世界初の分野を創ってい
ることに楽しさとやりがいを感じてい
ます。この研究会の活動を通じて、こ
こ関西から日本だけでなく世界の防災
に貢献できるような成果を出していき
たいですね。
奥村：そして将来的には梅田地区を安
心安全のシリコンバレーにしたいとい
う思いがあります。オイルショックを

きっかけに生まれた省エネ技術が日本
の強みになっているように、災害の脅
威に直面している日本ならではの高度
な技術や安心安全に関するノウハウが
蓄積されているはず。それらをうまく
パッケージ化して海外から評価しても
らえるようなものにしていきたいです
し、必ず実現できると思っています。
そのために、この研究会の活動に一緒
に取り組んでもらえる仲間を増やして
いきたいんです。
安田：関西大学の中でも、まだ私たち
が発掘できていない方々がいるかもし
れませんよね。
西岡：研究者もそうですし、企業のト
ランスフォーメーションを考えていく
上では、企業の中で防災に直結した部
署以外の方々にも参加してもらいたい
ですよね。
安田：やはり専門外のメンバーがいて
くださることが、現状を変えていく大
きなきっかけになりますよね。
奥村：学内外を問わず、多種多様な分
野の方々に「こんなことも発想の転換
につながるかも？」「こんな面白いこ
とできないかな？」とぜひ気軽に声を
かけていただきたいと思います。

奥村先生

安田先生
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詳細な予定を立てる方が性に合っているかもしれませんが、大雑把に
予定を立てて旅行することが好きです。旅行先では、宿舎や食事の場
で出会った方と様々な分野や世界について話を交わしたり、現地のお
すすめスポットを聞いて訪れたりすることがよくあります。人と交流
して視野を広げること、未知の体験をすること、そして共感すること
に楽しみを見出しているのかもしれません。

Q1性格を一言でいえば？	 Q3一番感動したことは？
　　好奇心で行動する	 　　自分の研究費を初めて取れた時
Q2面白かった書籍は？	 Q4一番熱中したことは？
　　HUNTER	X	HUNTER	 　　修士・博士の研究	

流体力学の中でも、異なる相の混ざった流れ
（混相流）である気泡や液滴のダイナミクスを
研究テーマとしています。現在は液体中にア
ルコールや粒子などが混ざった複雑な流体を
対象に実験とシミュレーションの双方から解
析を行っています。

再生可能エネルギー電源の導入拡大に伴い、
電力系統では慣性力の低下や電圧変動など
様々な問題が生じています。これらの問題を
日常生活で身近にある家電製品を使って解決
できないか、研究を行っています。

楠
くす

野
の

	宏
ひろ

明
あき

システム理工学部 助教

先端機構の

近
こん

藤
どう

	健
けん

一
いち

システム理工学部 助教

息子にいろいろな経験をしてほしいとの思いから、休日は家族で出か
けるようにしています。まだ息子が小さいので近場ですが、いつかは
全国、海外にも行ければと思っています。
また、身近な自然体験ができるように家庭菜園を始めました。いつか
息子と一緒にできればと思っていますが、妻には虫取りはしないよう
に釘を刺されています。

Q1性格を一言でいえば？	 Q3一番感動したことは？
　　	 　　息子の誕生と現在進行形で成長

Q2面白かった書籍は？	 Q4一番熱中したことは？
　　アポロ13	 　　

計画時は慎重派ですが、
計画通りいくかは別問題です

競歩です
高校・大学と歩き続けていました

次世代
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私は数nmオーダーの無数の孔（あな）を有する
多孔質材料の合成とそれらを分離プロセスへ応用
する研究に取り組んでいます。この材料を用いて
温室効果ガスの１種であるCO2 を省エネルギー
で分離・回収する技術の開発を行っています。

2024年度	新任研究員のご紹介を担う‼︎

樋
ひ

口
ぐち

	雄
ゆう

斗
と

環境都市工学部 助教

都市緑地を媒介とした人間と環境の相互
作用を研究しています。例えば、人間と
環境が共に健やかな状態にある「健康都
市」を支えるために、公園やオープンス
ペースが担う機能、実現に向けたデザイ
ンを追求しています。

木
きの

下
した

	朋
とも

大
ひろ

環境都市工学部 助教

理想の休日は、朝に淹れたてのコーヒーを飲みながら、2週間分の予
定を立てて、一日を始めることです。計画を立てることが好きなので、
年間、月間、週間の単位で目標を立てて、それぞれの節目で振り返る
時間を大切にしています。関西大学在学時には交響楽団に所属し、第
59 代団長を務めさせていただきました。クラシック音楽から派生して、
美術館や庭園巡りが趣味になっています。2年の在京期間では、都内
の公園巡りを楽しみました。

私のこれまでの人生の中で衝撃的だったことは夜中に伊豆の山奥で天
体観望を行ったときです。都会では味わえない空の美しさと宇宙に広
がる無数の星々に感動しました。広い宇宙を眺めていると、地球の中
に存在する人間ってなんてちっぽけなんだろうと複雑な気持ちになっ
たことを今でも覚えています。今の私はミクロな世界に存在する「広
い宇宙」に目を向けて研究をしているため、いつかミクロな世界を直
接その場で観察できる日が来ることを願っています。

Q1性格を一言でいえば？	 Q3一番感動したことは？
　　心配性だが時々楽観的	 　　伊豆で天体観望した時
Q2面白かった書籍は？	 Q4一番熱中したことは？
　　京大少年	 　　数学に関する勉強	

Q1性格を一言でいえば？	 Q3一番感動したことは？
　　温厚で礼儀正しい
	 　　
Q2面白かった書籍は？	 Q4一番熱中したことは？
　　	 　　			心の安らぎを得る究極の
タイムマネジメント

関西大学交響楽団
（オーケストラ）の部活動			

米国・ワシントンD.C. の
芝生広場でみた朝焼け
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先端機構News&Topics

受賞者紹介P

S メインテーマ

「フィールドを超越する
先端科学技術」

【日時】2025年 1 月23日（木）11：00～17：20
交流会17：30～

　　　　　 　 1 月24日（金）10：30～16：20
【会場】関西大学千里山キャンパス100周年記念会館

化学生命工学部　岡野 憲司 准教授

研究テーマ「�減算的菌叢改変技術を活用した次世代プロバイオ
ティクスシード微生物の発掘」

公益社団法人日本農芸化学会
第21回農芸化学研究企画賞	受賞

総合情報学部　田中 成典 教授

研究テーマ「�スポーツ情報処理のためのセンシングデバイス・
システムの開発実践」

一般社団法人情報処理学会　業績賞
受賞

化学生命工学部　細見 亮太 准教授

研究テーマ「�水産油脂の食品機能および未利用水産資源の有効
利用に関する研究」

公益社団法人日本油化学会　進歩賞
受賞

システム理工学部　松島　恭治 教授

研究テーマ「�大型カラーアニメーション計算機合成ホログラム
の実現」

映像情報メディア学会　映像情報メディア未来賞	
受賞

　本機構内で取り組む1年間の研究成果を取りまとめ、広く社会、
企業、産業界に発表する場として、毎年シンポジウムを開催し
ています。第29回目となる今回は「フィールドを超越する先端
科学技術」をテーマとし、特
別講演をはじめ、招待講演や
100件以上のポスター発表な
ど、2日間にわたる研究発表
を予定しています。シンポジ
ウムの詳細につきましては、
12月上旬にウェブサイトにて
お知らせいたします。
　多くの方のご来場を心より
お待ちしております。

第29回 関西大学
先端科学技術
シンポジウムを
開催します。

関西大学・大阪医科薬科大学
医工薬連環科学教育研究機構 研究発表会
および関大メディカルポリマーシンポジウム
を同時開催いたします。
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講演会等 開催報告S

総合情報学部　田中 成典 教授

研究テーマ「�マイクロブログユーザの類語に着目した地域属性
の推定に関する研究」

情報知識学会	論文賞
受賞

環境都市工学部　楠見 晴重 特別任命教授（チェア・プロフェッサー）

受賞の背景 ��土木工学の進歩、土木事業の発達、土木学会の運
営に顕著な貢献をなしたと認められました

土木学会　功績賞	
受賞

外国語による講演会（2024年5月24日）
"Biointerfaces: at the crossroad between 
materials science, biology and medicine" 
Prof. Marta Cerruti
Materials Engineering, McGill University

　本講演では、生体材料や医療デバイス界面で生じる生体反応、
特に石灰化や骨形成について最新の研究成果を交えながら詳し
くご紹介いただきました。先端科学技術推進機構で取り組む N

（新物質・機能素子・生産技術）部門、バイオインターフェイ
ス研究グループや医工薬連携研究センター、関大メディカルポ
リマー研究センターで取り組んでいる生体材料に関連する各研
究に大いに関連しており、有益な情報交換の場となりました。

外国語による講演会（2024年6月10日）
"AI/ML Directed Polymer Synthesis and 
3D Digital Manufacturing" 
Prof. Rigoberto Advincula
Oak Ridge National Laboratory (ORNL) and
Department of Chemical and Biomolecular
Engineering, University of Tennessee

　本講演では、Rigoberto Advincula 教授による AI や ML を
用いた高分子合成や3D プリンティング技術に関する研究成果
をご講演いただきました。さらに、Rigoberto Advincula 教
授のグループが持っている3D プリンティング技術やナノ薄膜
の設計技術について情報共有いただきました。

Ⅰ（情報・通信・電子）研究部門
深層学習とその応用研究会による講演会

（2024年5月15日）
 「信号処理から深層学習へ
―深層学習でここまでできる画像復元―」
慶應義塾大学理工学部電気工学科　
教授　池原 雅章　氏

　本講演会では、これまで信号処理で解決できていなかった様々
な画像処理の問題に対する深層学習の適用をご紹介いただきま
した。特に、古典的な問題である超解像やデブラー、代表的な
画像復元問題である雨、雨粒、霧除去等、について最新の研究
状況を紹介いただき、今後の研究動向についても解説いただき
ました。

外国語による特別講演会（2024年5月22日）
"Biomaterial Scaffolds for Hard and Soft 
Tissue Repair" 
Prof. Serena M. Best
Department of Materials Science and Metallurgy, 
University of Cambridge

　本講演では、硬組織代替物質であるハイドロキシアパタイト
を中心にスキャフォールドの構造と特性、表面の生化学的性質
が細胞の活動に与える影響、軟組織および硬組織の修復に向け
た具体的な臨床応用例について、最新の研究成果を交えながら
解説いただきました。バイオマテリアル分野の研究者、学生に
とって貴重な知見を得られる機会となりました。
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新たな学術領域、「暗黙知学」を創出し、
社会の様々な営みに転換をもたらす。

福島第一原発事故をもたらした「暗黙知」の壁

社会安全学部	安全マネジメント学科	教授

細川　茂雄
Shigeo HOSOKAWA

特 集 2  　防災・減災を考える
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―細川先生は「人工物・システム
の設計・製造・運用における暗黙
知研究グループ」の取りまとめ役
として、「暗黙知学」という新たな
学術領域の創出に取り組んでおら
れます。まず、そのきっかけからお
聞かせください。
細川：2 年ほど前のことですが、「失敗学」
の提唱者として知られる東京大学名誉教
授の畑村洋太郎先生（※1）と、本学社会安
全学部の安部誠治先生（※2 ）で久しぶりに
会おう、ということになりました。畑村
先生は政府の福島原発事故調査・検証委
員会の委員長を務められた方です。安部
先生も政府事故調のメンバーとして福島
第一原子力発電所の事故調査に携わった
経験をお持ちですから、話は自ずと福島
原発事故へと向いていったわけです。

―そこで「暗黙知」への扉が開か
れたわけですか？
細川：一つの重要なきっかけになったこ
とは確かです。畑村先生によれば、福島
第一原発でメルトダウンを引き起こした
電源喪失は、非常用電源の水没によって
生じました。非常用電源が地下に置かれ
ていたんですね。米国では、ハリケーン
対策として非常用ディーゼル発電機の地
下設置が慣例となっていたようです。そ
れが「ターンキー方式（=すぐに使える）」
として日本に輸入され、過酷事故に繋
がったという話があります。

―当時、日本で原子力発電に関
わっていた政府、企業、技術者
の皆さんはなぜ「日本は津波の危
険性が高いから、非常用電源を高
所に置くよう設計変更すべき」と
考えなかったのでしょうか？
細川：一般に人工物やシステムの開発・
設計は、初発国の社会的、文化的、ある
いはその段階の技術レベル、自然環境な
どの影響を受ける中で進んでいきます。
そして、設計・製造・運用がルーチン化
すると開発過程の知や設計思想の一部が

「暗黙知」となり、極めて重要な情報で
あるにもかかわらず、他国や他分野への
技術移転に際して明文化されず、伝達さ
れない場合があります。
　例えば2004年、東京・森ビルの回転
ドアに子どもさんが挟まれて亡くなった
痛ましい事故がありました。事故の一因
は、ビルの規模にふさわしいものにしよ
うと重量化したことでした。回転ドアが
早くから普及している欧米では、「回転
ドアは軽量であるべき」というのが「言

わずもがな」の前提だったようです。し
かし日本では暗黙知化したその経験則が
生かされなかったと思われます。これな
ども「暗黙知」に関連した事故の典型例
でしょう。
　ならば「暗黙知」というものを研究対
象にして、学問的に掘り下げていくこと
で、重大事故の防止に寄与できるのでは、
と考えたわけです。

私たちは、言語化できない膨大な
「知」を持っている

―質問が前後して恐縮ですが、そ
もそも「暗黙知」とは何か、詳し
くお教えいただけますか。
細川：「暗黙知」という概念を最初に提
唱したのは、マイケル・ポランニーとい
う米国の物理化学者・科学哲学者です。
彼はその著書「暗黙知の次元」の中で、

「私たちは言葉にできるより多くのこと
を知ることができる」と述べています。
たとえば私たちは、人の顔が何万、何十
あっても、その中から自分の知っている
人を見つけ出すことができる。しかし誰
か別の人に、「A さんを探してください。
A さんの顔の特徴は……」と言葉で「A
さんの顔」を表現できるかというと限り
なく不可能に近い。言葉や数式で表せる
伝達可能な知識を「形式知」といいます
が、「暗黙知」は「形式知」の対極に位
置するものです。言語化できない形式化
できないのが「暗黙知」ですから。それ
を言葉で説明するのはなかなか難しい

（笑）。実を言えば「暗黙知とは何か」と
いう定義というか概念というか、そういっ
たものも人によってばらついています。

―たとえば？
細川：これまで日本では「暗黙知」は主
に、経営学やマネジメントの分野で語ら
れることが多かったようです。たとえば
経営学者の野中郁次郎先生（一橋大学名
誉教授）は、1996年に著した「知識創
造企業」という本の中で、以下のような
ことを述べておられます。
　「西洋は形式知、東洋は暗黙知重視の
文化を持っており、日本企業が優れてい
るのは組織の成員がもっている暗黙知と
形式知をうまくダイナミックに連動させ
て経営するところにあるとする。合宿や
飲み会などの “ 場 ” を通じての暗黙知の
共有、暗黙知の形式知化を促すコンセプ
ト設定などが例として挙げられる」。
　これがそのまま現在の日本企業に当て
はまるかどうかはさておき、企業におけ

る知識創造において「暗黙知」および「暗
黙知」と「形式知」の相互作用の重要性
に着目した点は、特筆に値すると思います。

―「暗黙知」と「形式知」は対
立関係ではなく、むしろ相補的な
関係にあるということですか？
細川：少し横道に逸れますが、私たちの
脳における情報処理の仕組みを考えてみ
ましょう。脳内では数千億個のニューロ
ンがつながりあって、記憶（知）を保持
しています。この脳内モデルを模して造
られたのがディープラーニングなどに用
いられるニューラルネットワークです。
ニューラルネットワークでは、入力情報
を一旦、圧縮（次元集約）して記憶させ
ます。 画像圧縮などの技術と同じで、
全部の点を覚えさせておくとメモリーを
沢山食いますから、圧縮して、それが元
通りアウトプットが同じになるように処
理関数を調整していきます。

―つまりアウトプットされたものが
「形式知」とするなら、ニューラル
ネットワーク自体が、「暗黙知」に
相当するとも言えるわけですね。
細川：そう言えなくもない、かな（笑）。
実は今回の暗黙知研究の可能性の一つと
して、データサイエンスとの融合があり
ます。まだ海のものとも山のものともつ
きませんが、暗黙知の探求はデータサイ
エンスと親和性が高い、という直観のよ
うなものはあります。
　話を戻すと、実は社会や企業などの組
織も、脳と同様に組織としての知識を保
有していて、その知識には表出・伝達で
きる形式知のみならず、表出・伝達が困
難な「暗黙知」、すなわち「社会的暗黙知」
と呼べるものも含まれているのではない
かというのが、今回の研究プロジェクト
の仮説の一つです。

―組織に属する個人の「暗黙知」
と「社会的暗黙知」とは、どうい
う関係にあるのでしょうか？
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細川：個人の「暗黙知」の総和が「社会
的暗黙知」、という等式は成り立ちませ
ん。組織を構成する、ある個人にとって
は形式知の場合でも、組織としてはその
知を表出することが困難であるケースは
少なくありません。
　製品の製造現場などでも、「形式知」
と「暗黙知」が絡みあって「社会的暗黙
知」が成立することもあります。製品の
各部分の設計・製造には、さまざまな知
識が活用されていますが、それら一つひ
とつが「暗黙知」（熟練技術者の勘 etc.）
と「形式知」（明文化された工程 etc. ）
を含んでいます。
　さらに、ある研究成果を製品やシステ
ムの改良につなげるといった場合、「暗
黙知」は様々な状況で人知れず生じたり、
あるいは「形式知」であったものが、人
知れず「暗黙知化」されたりもします。
　工業プラントや工業装置の安全性の向
上を図ろうとする場合で考えてみましょ
う。被害を低減させるには、私が携わっ
ているような物理現象の基礎研究が必要
です。しかし原理が分かっただけで安全
性が高まるわけがない。原理を技術化し、
さらにその技術で装置を改良する、この
一連のプロセスのすべてに「暗黙知」が
関わっている。つまり、技術に含まれる
暗黙知の明確化や伝達方法の確立が重要
になります。さらに、工業システムが大
きくなればなるほど、多くの人材がその
設計開発・製造・運用に携わっており、
個人の暗黙知のみならず社会組織として
のコミュニケーションのあり方によって
は、個人にとっての形式知でさえも組織
から見れば表出されない、すなわち組織
的暗黙知となりうる余地があると考えて
います。

社会や組織自体が暗黙知を生み、
保有している

―「社会的暗黙知」という新たな
概念を核に据えた点が、細川先生
たちの研究のオリジナリティだと捉
えて差し支えありませんか？
細川：はい。これまで「暗黙知」という
のは、個々の人の属性、たとえば勘やセ
ンス、発想などと結びつけて論じられる
ことがほとんどだったのではないかと思

います。野中郁次郎先生の研究でも、基
本的に組織の成員一人ひとりが持つ「暗
黙知」を、いかに組織として「形式知化」
していくかに重点が置かれているように
感じます。
　これに対し、私たちの研究グループで
は、個人のみならず組織や社会の単位で
も暗黙知が存在する、というコンセプト
を出発点にしています。もともと組織と
いうものは、個人同士がつながってでき
ている。それぞれの「暗黙知」を持つ個
人が、組織の中でネットワークを作って
やっているわけです。そのネットワーク
もまた、一つのニューラルネットワーク
みたいな形になるから、組織としての暗
黙知（＝社会的暗黙知）みたいなものが
あり得るのではないか、ということです。

―お話をうかがっていると、「暗黙
知」と「形式知」は何やら混然
一体というか、実に漠然としてい
る感じがします。
細川：確かにそうですね。「意識」と「無
意識」について、よく氷山の海面上の部
分と海面下の部分を例にとって説明され
たりしますが、「暗黙知」と「形式知」
もそれと似たところがあると思います。
また、「暗黙知的」であったものが、時
間の経過、あるいは人類の知的集積に
よって「形式知化」する、ということも
あります。ニュートンが万有引力を説い
た「プリンキピア」を見ると、数式なん
て ほ と ん ど 使 っ て い な い ん で す ね。
ニュートンの時代には数式表現が未発達
だったからです。だからニュートンは、
言葉で説明している、だから、数式に慣
れた我々にはよけい難解になる（笑）。
それが数学を使うことによって非常にシ
ンプルに表現できるようになった。だか
ら AI といったツールがどんどんどん発
達することによって、過去の「暗黙知」
と今の「暗黙知」も変わってくるのかも
しれないですね。

―今後の研究の展望をお聞かせく
ださい。
細川：現在、最初の取り組みとして、福
島第一原発を、次いで東海原発 1 号機、
美浜原発などの調査研究を行い、大規模
人工物の一つであるプラントを対象に検
討を進めているところです。また機械、

土木など他分野の事故についても調査・
研究し、「暗黙知学」の基礎を固めてい
く予定です。

―「暗黙知学」は、事故の防止
だけにとどまらず、様々な可能性を
秘めているように思われます。
細川：「企業文化」や「企業風土」といっ
た言葉で語られる「何か」、あるいは企
業における技術伝承や企業間の技術移転
の効率化に寄与できる可能性はあると思
います。他にも従来、「背中を見て学べ」

「盗んで覚えろ」が当たり前とされてき
た職人の技術伝承、大学教育などにも応
用が可能ではないかと考えています。

　データサイエンスとの連携への足掛か
りが作れるとさらに可能性が高まると思
います。先にも申し上げた通り、私は暗
黙知の探求はデータサイエンスと親和性
が高いと思っています。例えば職人さん
の場合、弟子が師匠の作品を見て、自分
なりの理解をしてものを作って、師匠に

「ここが違う、あれが違う」と言われ、
時に「今回は良かったね」と言われ……
を繰り返していく中で自分が学習してい
くわけですね。実は AI の学習も、これ
と似たようなことをやっています。AI を
活用して、「センス」や「勘」といった「暗
黙知的」なものの再現性を持たせること
も不可能ではない、と期待しています。

（※1）畑村洋太郎
東京大学名誉教授。工学者。失敗学の提唱者。政府の東京
電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会委員
長や消費者庁消費者安全調査委員会委員長を歴任。

（※2）安部誠治
関西大学社会安全学部教授。東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会技術顧問、消費者安全調査委
員会臨時委員、鉄道安全推進会議副会長などを歴任。

特 集 2  　防災・減災を考える
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関西大学科学技術振興会TOPICS
関西大学科学技術振興会は、先端科学技術推進機構と本会会員の発展・向上を目的とし、

関西大学における研究活動とその成果を広く産業界に紹介し、新産業創出などの科学技術の発展に寄与しています。

 2024年度 総会・表彰式並びに第 1 回研究会を開催 5 月18日（土）
2024年度の総会・表彰式は、関西大学校友父母会館2階会議室にて開催し、39名の方にご出席いただきました。開会にあ

たり、西村会長ならびに先端科学技術推進機構長 鶴田浩章教授からご挨拶をいただき、議事に移りました。2023年度事業
報告および決算・監査報告、2024年度役員・事業計画ならびに予算について、活発な意見交換ののち、すべて了承されま
した。総会終了後は表彰式が執り行われ、2023年度の各賞受賞者に対し、西村会長から表彰状と副賞が手渡されました。

また、第1回研究会として、学の実化賞を受賞された総合情報学部 瀬島吉裕教授にご講演いただき、盛会のうちに終え
ることができました。

関西大学科学技術振興会の詳細はホームページに掲載中です！ぜひアクセスしてください！ ▶▶▶

池田先生の講演 三島先生の講演

 2024年度 第 2 回研究会を開催 6 月25日（火）
今年度の第２回研究会は、これまでのアンケート結果から、平日の開催となりました。西村会長による開会のご挨拶で

は、「引き続き会員企業様の声に耳を傾け、改善を進めていきたい。この機会が未来へつながるヒントになることを期待
している。」と述べられました。また、鶴田機構長からは「ヒントは面前での雑談で生まれることがままあるので懇親会
を含め良い機会にしていきたい」とのお話をいただきました。

研究会では、振興会の原点に思いをはせる意味を込め、これまで長年にわたって関大のチタン研究を牽引されている池
田勝彦名誉教授（株式会社日本スペリア社 常任顧問）より「チタン昨今 チタンに関わって45年」を、また会員企業様に
役立つ情報を、との意味で「海外子会社の経営を担う人材を育成する大学院教育プログラム」の紹介をプログラムコーディ
ネーター三島徹也教授（関西大学専門職大学院 会計研究科）よりいただきました。

講演37名、懇親会23名の方のご参加となり、未来へのヒントを求めて会話がはずんだ研究会となりました。

西村会長挨拶 鶴田機構長挨拶 瀬島先生による講演
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関西大学先端科学技術推進機構
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本号から先端機構ニュースを再編成し、紙面を一新しておりますが、気づいていただけた
でしょうか。今回から、毎号トピックを設定し、関連する機構研究員の先生方の研究を学部・
学科横断的に紹介することで、より多くの読者の皆様に興味を持っていただける内容に仕
上がっております。2024 年は 1 月に能登半島地震が起こったことを受け、本学の研究の
強みである「防災・減災」をトピックとして特集を組み、奥村先生、安田先生、西岡先生
に対談をしていただきました。梅田地区に着目した新しい防災のあり方、学部横断プロジェ
クトの重要性についておおいに語っていただいた興味深い内容です。実際、8 月に宮崎で
地震があり、タイムリーな内容になったのではないでしょうか。もう一つの特集として、細
川先生に暗黙知と防災について語っていただきました。防災のみならず、企業の技術開
発などにも活かせる暗黙知学の可能性を知ることができました。また、「先端機構の次世
代を担う‼」として、新たに先端機構に加わった楠野先生、近藤先生、木下先生、樋口
先生に登場していただき、先生方の人となりおよび研究内容を紹介しています。新任の先
生方のことがよくわかり、今後のご活躍が楽しみです。
引き続き皆さまへの価値ある情報の提供を目指していきますので、お読みいただいた感
想・意見をお寄せください。今後とも Re：ORDIST をよろしくお願いいたします。（TS）

Editor’s note

Organization for Research and Development of Innovative Science and Technology
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防災・減災を考える
特集1 P.1
街やビジネスの仕組みに安心・
安全のイノベーションを起こす
大阪梅田地区をフィールドに
目指す新しい防災の形とは
社会安全学部　安全マネジメント学科
教授 奥村 与志弘
環境都市工学部　都市システム工学科
教授 安田 誠宏
商学部　商学研究科　教授 西岡 健一

特集2 P.11
新たな学術領域、「暗黙知学」を
創出し、社会の様々な営みに
転換をもたらす。
社会安全学部　安全マネジメント学科
教授 細川 茂雄

・ 先端機構の次世代を担う!!2024年度新任研究員のご紹介
・ 先端機構 News & Topics
・ 関西大学 科学技術振興会TOPICS
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